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本
の
目
次
に
つ
い
て
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

一　

目
次
の
特
徴
と
目
次
を
使
っ
て
で
き
る
こ
と
の
例
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
１
か
ら
４
ま
で
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

１　

本
に
出
て
く
る
重
要
な
語
句
が
五
十
音
順
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
必
要
な
情
報
を
簡
単
に
見
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

２　

本
の
構
成
や
お
お
ま
か
な
内
容
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
必
要
な
情
報
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
見
当
を
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

３　

筆
者
が
本
を
書
い
た
き
っ
か
け
や
ね
ら
い
な
ど
が
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
筆
者
の
伝
え
た
い
こ
と
を
的
確
に
つ
か
む
こ
と
が
で
き
る
。

４　

筆
者
、
発
行
年
月
日
な
ど
が
ま
と
め
て
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
だ
れ
が
こ
の
本
を
書
い
て
い
つ
出
版
さ
れ
た
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

二　

次
の
ペ
ー
ジ
に
示
す
の
は
、﹃
私
た
ち
と
水
﹄
と
い
う
本
の
目
次
で
す
。
こ
の
本
を
用
い
て
、「
お
風
呂
の
水
を
洗
濯
に
使
う
な
ど
の
身
近
な
水
の
節
約

例
」
に
つ
い
て
調
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。
調
べ
た
い
こ
と
は
、
こ
の
本
の
第
何
章
に
書
か
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
か
。
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の

１
か
ら
４
ま
で
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

１　

第
一
章

２　

第
二
章

３　

第
三
章

４　

第
四
章

6

RA5164
２１－１



中国Ａ−14

第
一
節�

地
上
か
ら
―
―
川
を
流
れ
て
く
る
水
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
2

第
二
節�
地
下
か
ら
―
―
わ
き
水
や
井
戸
水
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
15

第
三
節�
空
か
ら
―
―
雨
水
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
32

第
一
節�

飲
み
水
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
48

第
二
節�

作
物
を
育
て
る
水
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
58

第
三
節�

工
業
に
使
う
水
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
69

第
一
節�

処
理
さ
れ
る
下
水
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
81

第
二
節�

川
や
海
に
戻
る
水
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
97

第
一
節�

限
り
あ
る
水
資
源
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
112

第
二
節�

自
治
体
や
企
業
で
の
取
り
組
み
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
132

第
三
節�

個
人
や
家
庭
で
の
取
り
組
み
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
150

私
た
ち
と
水

【
目
次
】

第
一
章�

私
た
ち
の
水
は
ど
こ
か
ら
来
る
の
か
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
2

第
二
章�

私
た
ち
の
周
り
で
水
は
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
・
・
・
・
・
・
48

第
三
章�

私
た
ち
の
水
は
ど
こ
へ
行
く
の
か
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
81

第
四
章�

私
た
ち
は
水
と
ど
う
付
き
合
っ
て
い
く
べ
き
か
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
112


